
【参考資料３-Ⅰ】

地域社会或いは他府県の市民が教育、徳育、体育の場を共用できる施設の活用

【概　　　要】
●近隣のスポーツ施設（臨海スポーツ、テニス場、アーチェリー場、漕艇場、野球場、）利用者の大会時の宿泊と合宿。
●工場勤務者、地域住民が、ランニング、サイクルスポーツをするにあたって、シャワー、着替え、休息ができるスポット。
●会議、イベントとしてもあらゆるスポーツ団体に利用していただきヒトが集まる場を提案。

【選定理由】
○地域的にスポーツゾーンでもある点からの評価。

複合型施設”ゲストハウス”

【概　　　要】
●宿泊・カフェ・映画館・スポーツ広場・水辺のアクティビティー等をひとまとめにした施設。
●ゲストハウス内にカフェ&バーを併設。
●スポーツ施設や映画館を併設しイベントを開催。
●施設利用客や市民も楽しめる、水辺を利用したスポーツアクティビティを企画。

【選定理由】
○他の施設と連携した案。ゲストハウスをコアにしながら、街をはじめ、色々と活かしている。
○インパクトはないが、現実的で上手くできている。

スマートウェルネスシティたかいしの実現に向けた商業施設『天女の集い（仮称）』の設立

【概　　　要】
● 高石市民のヘルスリテラシーの高まりを背景に、市内一集客力のある『大阪府立臨海スポーツセンター』（RESAS調）
との連携を視野。「周辺に買い物が出来るところがない」との地元住民の声にも対応。
●「健幸ポイントスキーム（高石版）」の官民連携での構築。
●ソーシャルキャピタルを育む場の提供。
●健康ポイントの消費による地域経済活性化も目指せる場所。

【選定理由】
○市の方向性と合致。
○現実的に健康志向の多角的な展開はありそうでない。
○突き詰めていくと面白い施設となるのではないか。

パフォーミングアーツの学校・劇場を設置、高石市を日本随一のPerforming Art Cityに

【概　　　要】
●旧市民会館・図書館にパフォーミングアーツの学校・劇場を設置。高石市を日本随一のPerforming Art Cityに
●インバウンド需要に対応できる新しいエンターテイメントスペースとして活用。世界水準の演目をプログラム。
●若手アーティストを継続的に輩出するために、パフォーミングアーツの学校を開設。旧市民会館・図書館には、大小
様々なスペースを活用し、世界で活躍できるアーティストを育成するための様々なクラスを開講。
●市民やこどもたちがアーティストと関わる事のできるアウトリーチプログラムを実施。

【選定理由】
○充実の提案内容。ホールの利活用までよく考えられている。
○他のアイデアと違い、世界を見据えている。新しいものを高石で、という視点からの評価。
○お金の計算までされている。人は集まるだろう。
○熟度が高く、方向性も良い。インパクトがある。
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